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、
太
手
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今
1

年
頭
の
ご
挨
拶

町
会
長
志
村
勝

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
、
こ

ざ
い
ま
す
皆
さ
ま
に
お
か
れ

ま
し
て
は
お
健
や
か
に
新
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す

本
年
も
、
皆
さ
ま
と
ご
緒

に
、
「
明
る
く
元
気
な
街
づ
く

り
を
め
ざ
し
て
諸
行
事
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご

協
力
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す

お
気
づ
き
の
と
お
り
、
本
紙

は
今
号
よ
り
り
ニ
ユ
ー
ア
ル
し

ま
し
た
見
開
き
の
2
・
3
面

は
写
真
と
見
出
し
で
町
会

の
諸
行
事
が
ひ
と
目
で
分
か
る

よ
う
配
慮
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
新
し
い
マ
ン
シ
ョ
ン

ア
パ
ー
ト
等
に
お
住
ま
い
の
皆

さ
ま
に
も
、
ご
愛
読
い
た
だ

き
、
町
会
行
事
に
も
、
お
気
軽

に
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
願
っ
て
お

り
ま
す
昨
年
は
、
盆
踊
り

大
会
を
は
じ
め
秋
祭

り
、
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル

フ
大
会
、
夜
警
巡
回

(
[
与
真
)
等
に
初
め
て

参
加
さ
れ
た
方
も
多

く
お
見
受
け
し
ま
し

た
お
陰
で
、
新
し

く
転
入
し
て
こ
ら
れ

た
方
と
の
紳
が
強
ま

り
活
気
が
み
な
ぎ
っ

て
き
て
お
り
ま
す

新
し
い
住
民
の
皆
さ
ま
に
、

更
に
地
兀
町
会
に
馴
染
ん
で
い

た
だ
け
る
よ
う
、
今
後
役
員

会
等
で
協
議
し
、
伝
統
文
化
の

継
承
・
興
隆
と
併
せ
て
、
諸
行

会

事
の
見
直
し
・
拡
充
に
も
力
を

注
い
で
ま
い
る
所
存
で
す

方
、
最
近
は
、
「
ひ
と
り

住
ま
い
の
孤
独
死
」
が
、
新
聞

報
道
を
賑
わ
せ
て
い
ま
す

当
町
内
で
も
、
昨
年
2
月
、

ひ
と
り
住
ま
い
の
方
が
、
風
呂

上
が
り
後
脳
内
出
血
で
3
日

間
倒
れ
た
ま
ま
に
幸
い
、
異

変
に
気
づ
い
た
お
隣
の
方
の
通

報
、
近
隣
の
連
携
プ
レ
ー
に
ょ

り
「
孤
独
死
」
を
免
れ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
事
故
を
防
ぐ
た
め

に
も
、
常
々
近
隣
同
士
の
紳
を

強
め
て
い
き
ま
し
ょ
う

結
び
に
、
こ
の
年
が
実
り

多
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
お
祈

り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

.

聾
学
校
避
難
P
運
営
▲新

万
の
大
震
災
に
備
え
、
聾

学
校
避
難
所
運
営
会
議
が
、
 
3

町
会
(
小
田
中
・
向
町
・
東
町
)

合
同
で
、
Ⅱ
月
6
日
に
同
校
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
(
写
真
)

冒
頭
、
今
宮
清
明
聾
学
校

校
長
よ
り
、
運
営
組
織

並
び
に
人
事
紹
介
が
あ

り
、
左
記
の
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た

議
が
制
で
ス
タ
ー
ト

【
委
員
長
】
小
林
幸
悦

(
小
田
中
町
会
・
会
長

代
行
)

【
副
委
員
長
】
原
博
夫

(
向
町
会
・
会
長
)
、

原
国
男
(
東
町
町
内
会
・

会
長
)

【
委
員
】
今
宮
清
明
聾

学
校
校
長
、
鎌
田
裕
美
子
聾
学

校
P
T
A
会
長
、
各
班
の
班

長
・
副
班
長

物
資
班
・
環
境
衛
生
班
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
・
時
避
難
者
対
策

班
の
6
班
で
構
成
さ
れ
、
各
班

は
、
班
長
を
中
心
に
副
班
長
2

人
、
班
員
6
S
7
人
か
ら
な

り
、
メ
ン
バ
ー
も
す
べ
て
新

さ
れ
ま
し
た

会
議
で
は
、
小
林
新
委
員
長

の
挨
拶
、
出
席
者
の
自
己
紹
介

の
あ
と
、
運
営
マ
ニ
ユ
ア
ル
案

に
基
づ
い
て
、
災
害
時
に
お
け

る
避
難
所
の
役
割
、
受
け
入
れ

の
対
象
者
、
使
用
す
る
施
設
、

各
班
の
掌
握
事
項
等
に
つ
い
て

協
議
し
ま
し
た
終
了
後
、
全

参
加
者
で
備
蓄
倉
庫
の
災
害
用

備
蓄
品
を
点
検
し
ま
し
た

.

同
運
営
会
轟
は
、
総
務
班

情
報
広
報
班
・
救
護
班
・
食
料

平成25年1月1日 報こだなか

ここ3触れ合う街づくりを

第28号(1)

各班の掌握事項等を協議

編集発行大ケ谷戸
小田中町会広報部



平成25年1月1日

款祭り

にぎやかにワッショイ・rフヲショイ!
町中に響く秋祭リの太鼓の音。神輿のかけ声に

秋の気配を感じ、活気あふれる楽しい一日でした。

報こだなか

男

烹

▼

^曽^

働

盆踊り

かわいいハ田ピ姿の行列
かわいいハツピ姿の小さな子ども達かオモ~イ

神輿を一生懸命かつぎました。四月15~ 16日)

夏の夜のな霧い
子どもから大人まで楽しみの盆踊り。昨年は

当町会独自で開催し、多くの方が集いました。

第28号(2)

送釧
応急担架の作製・搬送に子ども

達も仲問入り。無事に運べました。

.、"身

,

ず

^

ノ

叶きく

結策釦練
「どぅ結ぺばいいの?」見よ
う見まねで、もやい結ぴに挑戦。

初期消火訓練
一斉に消火剤を放出1 水を使っ
た疑似体験に表悟も真剣。

新装の櫓で踊る子とも逐
櫓も新しくなり、楽しぞうに踊る子ども達。上

手にできました。(7月28~29日、市立聾学校)

.

゛ぐ

^

心蘇生釦練
「私にも使えるかしら?」 AED

伯動体外式除細動鋤の使用法を体験。

ぞせ'1

^

^

マ
イ
タ
ウ
ン

,

亀
一

会

昨
年
後
期
も
U
田
中
町
会
て
は
随
所
て
活
気
あ

る
行
事
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
盛
り
上
が
っ
た
イ
ヘ
ン

ト
を
写
真
て
振
ι
返
っ
て
見
て
み
ま
し
ょ
う

,
,
い
ざ
!
0
 
に
備
之
防
災
訓
練

災
害
弱
者
・
要
援
護
者
の
避
地
元
消
防
団
の
指
導
を
受
け
、

そ
せ
い

難
支
援
を
目
的
に
、
当
町
会
の
心
肺
蘇
生
訓
練
・
搬
送
訓
練
・

け
つ
さ
く

防
災
訓
練
が
、
 
H
月
Ⅱ
日
、
市
結
策
訓
練
・
初
期
消
火
訓
練
・

ろ
う

立
聾
学
校
校
庭
で
実
施
さ
れ
煙
体
験
・
ー
ー
9
番
通
報
訓
練

な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

ま
し
た
参
加
者
は
、
中
原
消
防
署
、

ハ
イ
ラ
イ
ト

ー
モ



平成25年1河1日

研修旅行 すみれ会

元気で楽しく研修
19名で伊東へ。車いすでの参加もあり、皆で助け合い、

すみれ会らしい楽しい旅行でした。(10月22~23日)

^

報こだなか
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^

.

^

ラジオ体操

第28号(3)

婦人部

ネム~イ目もパッチリ!
1日の始まり、ネム~イ目をしながら「イチ、ニ、サン」

目もパッチリ。すつかり目が覚めました。(7月下旬)

寄せ植えを手に.足頗
冬の花々の寄せ植え。総勢54名が、ぞれぞれの感性を

生かし作品を作り上げ、にこ1ここ顔で満足。(11月14日)

美化運動

餅つき大会

美化部

皆の手できれいな街づくり
朝のひととき、草取りやこみ拾い。街路樹も大喜ぴ。安D・安全、

魅力ある街づくりは足元をきれいにすることから。伯月30日)

ヨイショ!ヨイショ!
師走の寒い中、杵をつく子どもの姿が・・・・。お餅を

ほおばり楽しいひと時を。 (12月2日)

.

グランドゴルフ大会 体育部

さわやかな汗、心もリフレッシュ
簡単なようでなかなか難しいホールインワン。さわ

(7月1日)や力寸゛j干とともに心もリフレツシユ。

^

.

ブ1^フ・ン

こ
ど
も
会

会



町
会
旗
を
新
調

昭
和
釦
年
町
会
発
足
以
来
馴
の
色
槌
せ
と
共
に
旗
頭
の
損
傷

染
ん
で
き
た
町
会
旗
は
、
生
地
が
激
し
い
た
め
、
こ
の
ほ
ど
新

調
し
ま
し
た
(
平
成
討
年
Ⅱ
月

W
日
)

本
胃
小
臼
中
応
内
金

旗
と
旗
頭
に
、
会
員
相
互
の

扶
助
を
象
徴
し
「
小
田
中
」
の

文
字
が
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま

す

1
●

■
■
■
■
■
●
●
書
●
●
●
■
■
■
■
■
■

会

玄
関
が
苛
つ
琶
り

詩

今
後
こ
の
旗
が
総
会
・
各

種
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
掲
げ
ら
れ

ま
す

こ
の
ほ
ど
、
小
田
中
町
会
館

の
玄
関
に
、
新
し
い
ス
リ
ッ
ハ

と
併
せ
、
ス
リ
ッ
ハ
入
れ
を
新

設
し
ま
し
た
(
写
百
【
)
ご
利

用
の
際
は
、
整
理
・
整
頓
を
お

願
い
し
ま
す

■
■
噂
■
■
■
■
■
●
●
魯
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
●
■
■
■
●
■
●
■
●
●
身
●
●
●
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
吻
■
■
●
■
●
■
●
●
●
■
●
■
■
■
●
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

美
代
え

自
然
と
体
が
動
く
現
在
も
町
昭
和
錫
年
に
小
田
中
の
住
人
豊
か
な
知
識
と
経
験
に
ょ
り
自

会
の
祭
り
で
若
者
に
交
じ
り
に
な
る
昭
和
騏
年
よ
り
釦
年
治
活
動
の
推
進
役
と
し
て
幅
広

み
こ
し

神
輿
の
先
頭
に
立
つ

間
、
町
会
婦
人
部
長
と
し
て
町
く
活
躍
し
た
こ
と
や
女
性
の
視

昭
和
即
年
3
月
、
東
京
大
空
会
発
展
の
た
め
尽
力
す
る
ま
点
で
環
境
美
化
に
取
り
組
ん
だ

襲
を
経
験
。
「
炎
の
中
を
く
ぐ
た
、
中
原
区
町
内
会
婦
人
部
連
功
績
で
、
昭
和
引
年
「
美
化
運

り
抜
け
、
目
を
患
っ
て
失
明
寸
絡
協
議
会
会
長
を
6
年
間
勤
動
推
進
功
労
者
L
 
で
神
奈
川
県

前
に
。
焼
け
出
さ
れ
た
死
体
を
め
、
中
原
区
の
発
展
に
も
尽
く
知
事
表
彰
、
平
成
玲
年
「
川
崎

手
探
り
で
ょ
け
な
が

自
治
功
労
賞
」
、
同

笑
顔
怒
く
「
地
域
の
太
陽
一

巧
年
「
地
域
環
境

ら
、
下
総
中
山
の
母

の
実
家
ま
で
必
死
に
避
難
し
ま
す
。

保
全
功
労
者
」
と
し
て
環
境
大

今
で
は
、
だ
れ
で
も
知
っ
て
臣
表
彰
を
受
け
る
。

し
たこ
の
原
体
験
か
ら
戦
争
の
悲
い
る
「
江
川
の
せ
せ
ら
ぎ
や
愛
す
る
我
が
町
。
「
町
の
繁

惨
さ
を
肌
身
に
感
じ
、
平
和
で
中
原
区
の
花
、
ハ
ン
ジ
ー
」
栄
は
私
の
喜
び
」
き
ょ
う

、ノ

い
き
け
ん
こ
う

あ
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
平
和
へ
だ
が
、
そ
の
構
想
検
討
委
員
会
も
意
気
軒
昂
に
町
に
飛
び
出

の
思
い
は
熱
い

の
員
と
し
て
参
画
長
年
、
す
。

昭
和
3
年
、
東
京
・
深
川
に

き
0
す
い

生
ま
れ
る
。
生
粋
の
江
戸
っ
子

で
あ
る
。
深
川
と
言
え
ぱ
祭

ま
つ
り
ば
や
し

り
、
祭
嚇
子
を
聞
け
ぱ
心
躍
り

★
本
紙
は
今
号
よ
り
A
4
サ
イ

ズ
・
4
ヘ
ー
ジ
建
て
に
刷
新
し

ま
し
た
今
後
、
更
に
親
し
み

易
く
、
読
み
易
い
紙
面
を
お
届

け
し
ま
す
乞
う
ご
期
待
!

★
防
災
訓
練
を
教
訓
に
、

い

ノ

ざ
!
"
の
時
、
身
の
安
全
を
確

保
(
自
助
)
し
た
ら
、
周
り
の

乎
助
け
(
共
助
)
を

★
婦
人
部
長
歴
即
年
の
齋
藤
美

代
さ
ん
地
域
貢
献

の
功
績
と
キ
ャ

リ
ア
に
深
附

マ
イ
ペ
ー
ス
大
一
=
で
勝

第
羽
回

中
原
区
民

多
摩
川
口

ー
ド
レ
ー

編
集
後
記

ス
「
マ
イ
ペ
ー
ス
大
会
」
で
、

小
学
生
4
年
の
部
(
3
加
)

1

出
場
し
た
こ
ど
も
会
野
球
部
の

鳥
羽
涼
介
君
が
、
能
人
中
第
1

位
(
記
録
証
)
に
輝
き
ま
し
た

(
松
月
2
日
)

平成25年1月1日

、ー

i'

参

齋与
藤

報こだなか 第28号(4)

■魯■■●■■■■昏■■■■■■■■■■■■●■■●■■■■■■■■■■■■■

、14 "り:

田会@主な循^定

...

1月会報「大ケ谷戸こだなか発
(こ)新春凧揚げ大会"

2月に)作品展怖子連主催
U (こ)野球部お別れ会
U 役員新年研修会
3月美化運動
h に)こども夢バーク健田山
h す)友愛訪問
"(す)歩く会
h グランドゴルフ大会

4月普通こみ回収日変更の説明会
5月通常総会
n 各部総会
n 一匝動会

財(す)区老連演芸大会
6月美化運動
7月グランドゴルフ大会

凱婦)=婦人部こーーとも
(す)=すみれ会

※毎月・第1木曜日町会役員冨

凱す)毎月・第2木曜日例会・誕生


